
町長選挙
　　　　　　　湯川裕司氏が再選

総合防災訓練を実施します…3

子育てっていいね！！・人物紹介コーナー…8

健康レポート…10

生涯学習センター通信…11

8 August 20148 August 2014
みんなでつくる
魅力あふれる元気なまち　やまきた
み ん な で つ く る
魅力あふれる元気なまち　や ま き た



　
こ
の
た
び
の
山
北
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご

支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
、
町
政
の
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
長
１
期
目
で
は
、
原
耕
地
地
区
に
大
型

商
業
施
設
が
出
店
し
、
丸
山
地
区
へ
の
企
業

の
進
出
、
そ
し
て
山
北
駅
北
側
の
「
サ
ン
ラ
イ

ズ
や
ま
き
た
」
の
完
成
な
ど
、
皆
様
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
２
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
強
く
感
じ

る
こ
と
は
、
山
北
町
で
は
長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
て
き
た
「
地
域
の
絆
」
が
財
産
と
し
て
蓄

え
ら
れ
、
ま
ち
に
愛
着
を
持
つ
多
く
の
方
々
が

住
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
基
盤
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
行
政
に
生
か
し
、
平
成

26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
山
北
町
第
５
次
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
、
こ
の
計
画
の
将
来

像
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る　

魅
力
あ
ふ
れ

る
元
気
な
ま
ち　
や
ま
き
た
」の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
及
ぼ

す
負
の
影
響
が
顕
著
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
若
者
の
定
住
対
策
を
促
進

す
る
た
め
、
企
業
誘
致
に
よ
り
新
た
な
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間

活
力
を
活
用
し
た
町
営
住
宅
の
再
編
整
備
や
、

空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
う
な
ど
活
用
方
策
の

検
討
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
山
北
駅
や
東
山
北
駅
周
辺
に
商
業
施

設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
機

関
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
生
活
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
面
で
は
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
開
設
の
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
学
生
の
放
課
後
の

居
場
所
づ
く
り
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
東
名
高
速
道
路
（
仮
称
）
山
北
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月

に
実
施
計
画
書
を
国
等
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
、引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
は
自
分
の
カ
ラ
ー
を
出
し
な

が
ら
、
1
期
目
で
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
こ
れ

か
ら
の
４
年
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
山
北
町
長

　
　
湯
川 

裕
司

　

今
回
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
告

示
日
７
月
８
日
の
締
切
り
時
刻
ま
で

に
、
立
候
補
の
届
け
出
を
さ
れ
た
の

は
湯
川
裕
司
氏
１
名
だ
け
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
７
月
14
日
の
選
挙
会
に

お
い
て
湯
川
裕
司
氏
の
無
投
票
当
選

が
決
ま
り
、
２
期
目
の
湯
川
町
政
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
長
の
任
期
は
、
平
成
26

年
７
月
22
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
21

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

町
長
選
挙
の
無
投
票
は

　
　
　
12
年
ぶ
り
４
度
目

町 長 選 挙
湯 川 裕 司 氏 が 再 選

任期満了に伴う山北町長選挙が7月8日告示さ
れ、昭和30年の町村合併以降４度目となる無投
票選挙により、湯川裕司氏が当選されました。

山北町選挙管理委員会委員長から
当選証書を付与される湯川裕司氏

“わたしが” “あなたが”
まちづくりの主役です

町 政 発 展 へ の
決 意 新 た に
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シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
新
し
い
形

の
地
震
防
災
訓
練
で
、
不
特
定
多
数

の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
地
震

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
３
つ
の
安
全

行
動
を
一
斉
に
行
う
新
し
い
形
の
訓

練
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
山
北
中
学
校
生
徒
も
、
命
の
大
切
さ
や
訓

練
の
必
要
性
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
、
地
域
に
お
け
る
中

学
生
の
担
う
べ
き
役
割
な
ど
を
学
ぶ
防
災
教
育
の
場
と
し
て
、

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。 

　

発
災
時
に
は
、
行
政
等
の
支
援
が
行
き
届
く
ま
で
の
活
動

の
主
体
は
地
域
で
す
。
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

普
段
か
ら
災
害
に
対
応
す
る
方
法
を
身
に
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

※
総
合
防
災
訓
練
の
詳
細
は
、
８
月
16
日
の
回
覧
で

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
○
防
災
訓
練
の
問
合
せ

　
　
　
　
　

 

総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

      　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
３ 

　
　
○
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
問
合
せ

　
　
　
　
　

 

神
奈
川
県
災
害
対
策
課

　
（
電
話
）
０
４
５
ー
２
１
０
ー
３
４
２
５

大
規
模
な
地
震
や
災
害
が
発
生
し
た

際
、
落
ち
着
い
て
適
切
な
行
動
を
す
る

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
や
備

え
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日

の
防
災
週
間
に
合
わ
せ
て
、
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
８
月
31
日（
日
）
に
、
山

北
連
合
自
治
会
が
山
北
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
町
と
合
同
の
訓
練
を
、
そ
の
他
の
地

域
で
は
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り

各
会
場
で
地
域
分
散
型
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
県
で
は
県
下
一
斉
の

取
り
組
み「
か
な
が
わ
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト（
い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓
練
）」
と
し

て
、
１
分
間
を
目
安
に
し
た
安
全
行
動

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
総
合
防
災
訓
練
当
日

に
は
、
地
震
発
生（
想
定
）
時
刻
に
自

宅
や
職
場
な
ど
で
、
１
分
間
の
安
全
行

動
訓
練
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

総合防災訓練
８月３１日（日）に実施します

①姿勢を低くする　②体・頭を守る　　　③動かない

※県では、参加人数を把握するため、事前に参加登録をお願 
　いしています。参加される方は、個人または団体の代表者 
　等が、県ホームページやＦＡＸ等で参加登録をお願いします。
＜ＦＡＸでの登録＞県の施設や町役場に備付けの参加登録 
　票に記入し、０４５－２１０－８８２９へ送信
＜インターネットでの登録＞ http://www.shakeout.jp/ 

シェイクアウト訓練 検　索←
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用
水
路
は
、
田
ん
ぼ
な
ど
農
業
用
に
使
う
水
を
流
す
事

は
も
と
よ
り
、
生
活
排
水
や
雨
水
の
排
水
先
と
し
て
の
役

割
も
非
常
に
大
き
く
、
特
に
降
雨
時
に
は
、
大
量
の
水
を

地
域
か
ら
排
水
す
る
た
め
の
大
切
な
施
設
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
の
発
生
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま

す
。
用
水
路
が
適
正
に
機
能
し
、
雨
水
や
排
水
が
円
滑
に

流
れ
る
よ
う
に
、
用
水
路
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

用
水
路
の
管
理
は
、
各
地
区
の
用
水
組
合
や
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
々
、
用
水
を
利
用
し
て
い
る
方
々
な
ど
が
主

体
と
な
っ
て
、
常
時
ご
み
の
除
去
や
水
量
の
調
整
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
な
ど
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
作

業
は
昼
夜
を
問
わ
ず
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

用
水
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
水
路
が
詰
ま
っ
て
水
が

溢
れ
、
そ
の
水
が
付
近
の
農
地
や
敷
地
な
ど
に
流
れ
込
み
、

土
砂
崩
落
や
浸
水
な
ど
を
起
こ
し
て
大
切
な
財
産
や
生
命

ま
で
を
も
脅
か
す
事
故
が
発
生
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

近
年
は
、
短
時
間
に
多
量
の
雨
が
降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も

発
生
し
や
す
く
、
用
水
路
内
は
急
激
に
水
量
が
増
加
し
ま

す
。
用
水
路
に
ご
み
が
詰
ま
っ
た
状
態
で
は
、
瞬
時
の
う

ち
に
水
が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
内
で
も
実
際
に
、
溢

れ
た
水
が
近
隣
の
敷
地
に
ま
で
流
れ
込
み
、
危
険
な
状
況

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

用
水
路
に
は
、
ご
み
や
伐
採
し
た
草
木
な
ど
は
絶
対
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
な
ど
を
捨
て
る
と
、
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
水
路

が
詰
ま
っ
て
水
が
溢
れ
た
り
す
る
原
因
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
住
環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、ご
み
な
ど
を
用
水
路
へ
投
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

　

用
水
路
は
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
。
用
水
路
の
役
割

を
再
認
識
し
て
、
普
段
か
ら
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
場
合
や
、
用
水
路
が
溢
れ
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
不
法
投
棄
に
つ
い
て
】

　
環
境
農
林
課
（
電
話
）
75
ー
3
6
5
4

　
松
田
警
察
書
（
電
話
）
82
ー
0
1
1
0

　
　
　
【
用
水
路
に
つ
い
て
】

　
上
下
水
道
課
（
電
話
）
75
ー
3
6
4
5

　
環
境
農
林
課
（
電
話
）
75
ー
3
6
5
4

大切な町民の共有財産!!
用水路の役割を再認識して

普段からきれいに保ちましょう

用
水
路
の
役
割
と
は

用
水
路
の
管
理

用
水
路
に
ご
み
を
捨
て
る
と

ご
み
を
捨
て
な
い

ご
連
絡
く
だ
さ
い

不法投棄は
犯罪です!!
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　町では、公的な本人確認書類として利用できる「住民基本台帳カード」の発行を行っています。このカー
ドは、高度なセキュリティ機能を備えたＩＣカードで、写真付きと写真なしの２種類があり、有効期間
は１０年間です。

※写真付きのタイプは住所、氏名、性別、生年月日が記載され、金融機関での新規口座開設やパスポー 
　トの作成、行政機関での各種証明書の申請時に公的な本人確認書類として利用することができます。
※写真なしのカードをお持ちの方が写真付きのカードに変更される場合は、別途手続きが必要です。
　（手数料500円がかかります）

【申請窓口】
　役場町民税務課、清水支所、三保支所
　※ただし、カードの交付は町民税務課のみと 
　　なります。

【申請に必要なもの】
　・申請書（代理申請の場合は委任状が必要 
　　です）
　・印鑑（認印）
　・顔写真１枚（写真付きカードを申請する場 
　　合）
　　縦４．５cm×横３．５cm、正面、無帽、無
　　背景、6か月以内に撮影したもの
　・運転免許証等、顔写真付きの公的な本人確認書類。写真付きの本人確認書類がない場合は、健康保険 
　　証や介護保険被保険者証など本人確認できるものを２種類

【交付時に必要なもの】
　申請後に送付する照会書、本人確認書類、手数料５００円
　※申請から１～２週間ほどかかります。

公的な本人確認書類になる
「写真付き住民基本台帳カード」を
作りませんか？

住民基本台帳カード（イメージ）

生年月日
氏　　名
住　　所

連 絡 先

足柄上郡
山北町

住民基本台帳カード

昭和＊＊年＊＊月＊＊日 性別 女
住基　花子
山北１３０１番地４

山北町役場町民税務課　電話：0465-75-3641

20○○年○月○日まで有効

住民基本
台帳カード

●住民基本台帳カードの発行手続き方法

住民基本台帳カードは、転出しても継続利用が可能です

住民基本台帳カードをお持ちの方が転出する場合、カードを返納していただいていましたが、法律の改正に
より原則継続利用が可能になりました。転入の際に、新住所地の市区町村窓口で手続きしてください。

【問合せ】町民税務課町民班　 　
（電話）７５－３６４１
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第３３回山北町青少年健全育成大会
６月２８日（土）に生涯学習センターで、家庭・地域・学校が一体

となって青少年の健やかな成長を願い、参加者全体で青少年問題
を考える、青少年健全育成大会が開催されました。

大会では、少年の主張作文コンクールの表彰式や、最優秀の４人
による作文の発表が行われ、また第2部の講演会では「音楽と落語
の宅配便」と題して講師に濱乃志隆さんを迎え、すばらしいギター
の演奏や参加者と一体となった合唱などを楽しみました。そして、
ご本人のＰＴＡ会長をされていた経験をもとにしたユーモアたっ
ぷりの絶妙なトークや、その後の落語も併せ、とても楽しいひとと
きとなりました。

この事業は概ね６０歳以上の方を対象に、生涯学習として「健康で明るく生きがいをもって社会参加する」こと
を目的に開催します。

※参加費は、１人　２，５００円です。（資料代・施設見学経費）
※申込期限は、９月１２日（金）です。参加費を添えて社会福祉協議会までお申込みください。

【問合せ】山北町社会福祉協議会（電話）７５－１２９４

大会アピール
次代を担う青少年が、自らの役割と責任を自覚し、広い視野と豊

かな情操を培い、心身ともに健やかに成長することは、私たち町民
共通の願いです。

しかしながら、いじめ、不登校、少年犯罪の深刻化、近年では子
ども自身が犯罪に巻きこまれる事件や自ら命を絶つ若者が急増して
いるなど、青少年に関する問題が後を絶たない、極めて憂慮すべき
状況にあります。

青少年自身が「自ら考え行動する力」や「相手の気持ちを思いや
る心」をはぐくむとともに、私たち大人も自らが青少年の模範となっ
て行動することを自覚し、青少年の成長にふさわしい環境づくりに
努める必要があります。

私たちはこうした状況を厳しく受け止め、家庭・地域・学校が手
を携え、「地域の子供は、地域が守り、育てる」という共通認識のもと、
青少年健全育成活動に全力で取り組んでいきます。

平成２６年６月２８日　山北町青少年健全育成大会

平成２６年度　やまぶき学級の参加者を募集します

～ 最 優 秀 ～

池上詩乃
（清水小５年）

地域とのつながり

瀬戸愛理
（山北中１年）

私の目標

湯川愛結
（三保小６年）

三保っ子魂を引きつぐ
クリーンプロジェクト

坂田　愛
（山北中２年）
将来について

NO 日時・場所 学習課題 学習形態 講　　　師

１ １０月　３日（金）　　　　１３：３０ ～ １５：００
生涯学習センター視聴覚ホール

開講式
人権について

＜開講式＞
講　　演

社会教育指導員
池澤　泰彦　氏

２ １０月１０日（金）　　　　１３：３０ ～ １５：００
生涯学習センター多目的ホール

高齢者のための
運動プログラム

実　　技
講　　話 かながわ健康財団

３ １０月１７日（金）　　　　１３：３０ ～ １５：００
生涯学習センター視聴覚ホール

高齢者に注意を！！
「進化する詐欺」「交通安全」 講　　話 松田警察署

（生活安全課・交通課）

４ １０月２４日（金）　　　　１３：３０ ～ １５：００
生涯学習センター視聴覚ホール

遺言・相続に関する
出張セミナー 講　　話 横浜弁護士会

５ １０月３０日（木）　　　　　８：００ ～ １６：３０
施設見学

バスを利用しての見学
山梨県立リニア見学センター 施設見学

山梨方面
どきどきリニア館見学
恵林寺・シャトー勝沼

６ １１月　７日（金）　　　　１３：３０ ～ １５：００
生涯学習センター多目的ホール

芸術鑑賞
みんなで歌おう

出前うたごえ喫茶
鑑　　賞

＜閉講式＞
出演「ともしび」
２人組
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｢野焼き｣ とは、一般家庭や事業所から出るゴミを屋外で
燃やす行為のことを言います。

野焼き行為は、火災の危険性があるのはもちろんですが、
ビニールやナイロンなど、プラスチック系のものを焼却する
ときに発生するダイオキシン類と呼ばれる化学物質が、煙と
なって人体に大きな影響を及ぼしたり、空気を汚す原因に
なったりするだけではなく、大量の黒煙や臭いが発生し、近
隣の方々の迷惑にもなります。

現在、野焼き行為は ｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律
｣、｢神奈川県生活環境保全などに関する条例｣ で原則禁止さ
れており、違反すると５年以下の懲役もしくは１０００万円
以下の罰金（法人は１億円以下）と重い罰則が課せられるこ
とがあります。

ただし、次のものについては例外として認められています。

これらの例外となっているものについても、むやみに焼却し
てよいというわけではなく、近隣の方々の迷惑となり苦情など
のある場合は、改善命令や各種の行政指導の対象となります。

野焼きについての知識を正しく理解して、ごみを安易に焼
却せずに適切な方法で処理をするようにしましょう。

【問合せ】環境農林課生活環境班　（電話）７５－３６５４

８月１０日（日）午後８時から打ち上げ開始！（雨天順延）
第３２回 丹沢湖花火大会！！

丹沢湖花火大会イベントのご案内
≪丹沢湖駐車場≫
　１６：４０～
　歌謡、阿波踊り、ソーラン山北、太鼓演奏等
≪花火打ち上げ≫
　２０：００～
　仕掛け花火、水中孔雀、スターマイン等 ２５００発打ち上げ

※会場周辺は、節電のため道路照明等が消灯し、暗くなっ 
　　ている場合があります。懐中電灯等の持参にご協力ください。

※昨年は帰路の混雑解消のため、国道交差点等での通行対応を 
　　実施したため大きな渋滞は発生しませんでしたが、駐車場に 
　　限りがありますので、お越しの際は公共交通機関をご利用く 
　　ださい。

※荒天順延の場合、イベント等は行わず、午後８時からの花火 
　　打ち上げのみになります。

【問合せ】丹沢湖花火大会実行委員会
（商工観光課内）　   　　
（電話）７５－３６４６

野焼きとは

野焼き行為は危険です

野焼きは違法行為

正しく理解しましょう！
　　　　　　　野焼きについての知識

例外として認められている燃焼行為等
○キャンプファイヤーやバーベキューなどの通常行なわ
　れる燃焼行為であって軽微なもの
○どんど焼き等の地域的慣習による催し
○宗教上の儀式行事に伴う燃焼行為
○自らが農業や林業を営むためにやむを得ないとし 
　て行なわれる焼却行為など
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
前
原　
豊
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
可
奈
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
百も

も

か
々
花
ち
ゃ
ん 

２
歳

前原さん
ご家族

＜上本村＞

こ
ん
に
ち
は
。
向
原
に
住
ん
で
い
ま
す

前
原
と
申
し
ま
す
。我
が
家
は
、主
人
、私
、

２
歳
２
か
月
に
な
る
百
々
花
の
３
人
家
族

で
す
。

結
婚
す
る
ま
で
私
は
都
内
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
主
人
以
外
、
誰
も
知
っ
て
い
る

人
が
い
な
か
っ
た
こ
の
山
北
町
に
住
む
事

に
な
り
、
不
安
と
寂
し
さ
で
と
て
も
心

配
で
し
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
百
々

花
が
産
ま
れ
、
そ
の
心
配
は
何
処
へ
や

ら
・
・
・
。
育
児
が
始
ま
る
と
寂
し
い
と

感
じ
る
時
間
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
幸
い
な
こ
と
に
、
ご
近
所
の
方
々
が 

百
々
花
を
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
下
さ

り
、
私
の
相
談
や
世
間
話
を
気
兼
ね
な
く

聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
存
在
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
不

安
で
寂
し
か
っ
た
山
北
町
の
暮
ら
し
も
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
頃
、
百
々
花
は
と
て
も
お
話
が
上
手

に
な
り
、
日
々
驚
く
発
言
に
私
た
ち
夫
婦

は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

少
し
ず
つ
お
歌
も
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、

鼻
歌
を
聞
く
と
と
て
も
癒い

や
さ
れ
ま
す
。

私
が
咳
を
す
る
と
、「
大
丈
夫
で
す

か
？
」
痛
そ
う
に
見
え
る
傷
を
見
つ
け

る
と
、「
い
た
い
の　

い
た
い
の　

飛
ん

で
行
け
～
」
と
よ
く
人
を
観
察
し
、
使

う
こ
と
の
で
き
る
言
葉
で
表
現
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
百
々
花
に
は
、
人
の

痛
み
の
わ
か
る
優
し
い
女
の
子
に
成
長

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
幸
多
か
れ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
可
奈
子
さ
ん
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
４
月
号
か
ら
６
回
に
わ

た
り
、
町
内
の
６
連
合
自
治
会
長
に
お
話
を
伺
っ

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
清
水
連
合
自
治
会
長
の

細
谷
幸
範
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
連
合
自
治
会
が
抱
え
て

い
る
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
清
水
地
区
は
各
自
治
会
の
規
模
が
大
き
く

異
な
り
、
地
理
的
や
環
境
面
で
も
大
き
く
相

違
し
て
い
る
の
が
実
態
で
、
各
自
治
会
役
員

の
方
々
は
活
動
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
今
後
、
各
地
域
は
高
齢
化
が
進
み
、

少
子
化
も
加
わ
り一層
過
疎
化
が
進
展
し
、
自

治
会
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

当
地
区
の
大
き
な
課
題
は
、
小
学
校
、
中
学

校
が
各
々
統
合
さ
れ
閉
校
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

で
す
。
地
区
の
中
心
的
な
施
設
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
住
民
の
方
々
の
心
理
的
な
影
響
や
、

地
域
の
衰
退
感
を
少
な
く
し
て
、
残
さ
れ
た
学

校
施
設
を
有
効
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
計
画
中
の
新
東
名
高
速
道
路
の

建
設
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区

全
体
の
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
道
路
建
設
に
よ
り
、一部
住
民
の
方
々

の
移
転
が
発
生
し
、
集
落
が
分
断
さ
れ
、
自

治
会
と
し
て
の
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
。」

自
治
会
や
連
合
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
各
自
治
会
の
世
帯
数
は
あ
ま
り
変
動
が
な

く
、
形
態
は
旧
来
の
伝
統
や
習
慣
、
文
化
を

尊
重
し
た
基
盤
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
も
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
自

主
性
を
重
ん
じ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
各
世
帯
は
世
代
の
交
代
が
進

み
、
自
治
会
活
動
に
対
す
る
考
え
方
、
取
り

組
み
方
等
に
変
化
が
見
ら
れ
、
社
会
の
動
向
や

地
域
の
変
化
に
充
分
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
で
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
も
、
情
報
の
提
供
、
共
有
を
相
互
に
行
い
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
本

来
あ
る
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

連
合
自
治
会
は
、
各
自
治
会
と
行
政
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
と
連

携
を
取
り
、
課
題
の
解
決
や
安
心
安
全
の
確
保
等

に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
す
る
の
が
連
合
自
治
会

の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。」

連
合
自
治
会
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
高
齢
化
が
進
み
、
核
家
族
化
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
今
後
今

以
上
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
間
地
域
に
お
け
る
住
民
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
自
治
会
の
存
続
に
不
可
欠
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は一
自
治
会
だ
け
で

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
行
政
を
主
体
に

隣
接
す
る
自
治
会
と
協
調
し
て
解
決
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
自
治
会
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
常
に
関
心
を
持
ち
、
情
報
の
提
供

と
共
有
が
重
要
で
す
。
歴
代
の
連
合
自
治
会

長
の
方
々
が
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
地
域
づ

く
り
を
基
本
と
し
て
、
多
様
化
す
る
要
請
、

要
望
等
の
課
題
解
決
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
し
、自
治
会
活
動
を
通
じ
て
住
民
の
方
々

が一体
感
を
強
く
持
て
る
よ
う
な
自
治
会
づ
く

り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

町
の
人

細
谷　
幸
範
さ
ん

　
（
清
水
連
合
自
治
会
長
）
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「水道水の放射性物質
　　　　　　　　濃度について」
　町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施してい
ます。測定の結果、放射性物質は検出されていません。

○直近の採水日時
　　平成２６年６月２６日（木）
　　午前８時３０分

○採水場所
　　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　　・セシウム（Ｃｓ１３４） 不検出
　　・セシウム（Ｃｓ１３７） 不検出
　　・ヨウ素　（Ｉ １３１） 不検出

○過去の検査結果
　　過去３２回の検査を実施し、
　　すべてにおいて放射性物質は検出されていません。
※町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、その 
　状況に応じて対策を進めていきます。

　【問合せ】上下水道課工務班（電話）７５－３６４５

尺
里
滝
不
動
尊
例
大
祭

７
月
19
日
に
尺
里
地
域
を
流
れ
る
滝
沢

川
上
流
に
あ
る
、
滝
不
動
尊
に
お
い
て
地

域
住
民
の
家
内
安
全
、
身
体
健
全
を
願
っ

て
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で
す

と
昼
間
に
祭
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
か
ら
は
さ
ら
に
、
夜
祭
り
と
し
て

竹
灯
ろ
う
を
不
動
尊
へ
と
向
か
う
道
沿
い

に
並
べ
て
点
火
し
、
夕
暮
れ
の
中
に
ぼ
ん

や
り
と
し
た
灯
り
が
幻
想
的
な
風
景
を
醸

し
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域

の
こ
と
を
思
う
心
が
い
つ
ま
で
も
受
け
継

が
れ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。

   （
大
森　
浩
史
さ
ん
）

花
植
え
作
業

三
保
地
区
で
、
ふ
れ
あ
い
通
り
の
花
の

植
え
替
え
は
、
年
に
２
回
行
わ
れ
ま
す
。

朝
８
時
前
か
ら
、
住
民
福
祉
委
員
の

メ
ン
バ
ー
が
勢
揃
い
で
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
明
日
の
朝
…　
三
保
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
綺
麗
な
お
花
に
気
が
つ
い

て
く
れ
る
か
な
!?

そ
し
て
、
作
業
が
終
わ
る
と
今
度
は
地

域
づ
く
り
メ
ン
バ
ー
は
ト
ン
ネ
ル
に
移

動
。
花
植
え
の
ハ
シ
ゴ
…　
な
ん
て
♪　

三
保
地
区
な
ら
で
は
で
す
。
少
な
い
人

数
で
も
…　

頑
張
っ
て
ま
す
!!

　
　
　
（
佐
藤　
直
美
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

鳥
獣
保
護
員
の
川
﨑
好
郎
さ
ん
が

県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
長
年
に
わ
た
り
、
県
の
鳥
獣
保
護
員
を

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
川
﨑
好
郎
さ
ん

が
、
環
境
保
全
功
労
者
と
し
て
、
神
奈
川

県
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
﨑
さ
ん
は
鳥
獣
保
護
員
と
し
て
、
高

松
山
周
辺
を
担
当
地
域
と
し
て
年
間
を
通

じ
た
巡
視
を
し
、
狩
猟
に
関
す
る
指
導
及

び
取
締
り
等
を
行
わ
れ
て
お
り
、
野
生
鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報やまきた　平成26年8月号　No.7149



健
康
レ
ポ
ー
ト

第29号

　

　
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
顔
の
筋
肉
や
舌
の
動
き
が
鈍
く
な
っ
た
り
、

唾
液
の
量
が
減
っ
た
り
す
る
た
め
、
噛
む
力
や
飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て

き
ま
す
。
生
涯
を
通
じ
て
、
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
健

康
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
口
か
ら
元
気
に
な
る
健
口
体
操
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
健
口
体
操
は
次
の
３
種
類
で
す
。

健
口
体
操
で
、
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

　

町
で
は
、
健
康
普
及
員
と

８
０
２
０
運
動
推
進
員
が
、
福
祉

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
や
ま
き
た
、

各
地
域
の
お
茶
飲
み
会
な
ど
の
行
事
、
介

護
予
防
塾
、
町
内
の

介
護
施
設
、
地
域

作
業
所
な
ど
で
健
口

体
操
を
普
及
し
て

い
ま
す
。

　
健
口
体
操
を
体
験
し
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
（
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

8
月
20
日（
水
）　「
炭
」風
呂

8
月
26
日（
火
）　
風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日
ご
利
用
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

顔の筋肉を強化する 顔面体操

舌の動きを滑らかにし、  　　　　　　　
唾液の分泌を促す  舌体操

唾液の分泌を促す唾液腺マッサージ

唇、頬を動かすことで、脳に刺激が伝わり、表情を豊
かにします。（実施回数各３回）

口の渇きが改善し、食事の飲み込みが良くなります。（実
施回数各３回）

６月７日（土）
“福祉ふれあいフェスタ
やまきた”で健口体操を普及

口の中が潤い、舌の動きが良くなり
飲み込みやすくなります。

目 と 唇 を
ギュッと閉じ
て、口元を上
げます。

目 と 口 を 思
いっきり開け
て、目は天井
を見ます。

①舌で上唇を、次に 
　下唇を押します。
②舌で左右の頬を押 
　します。
③舌を右回り、左回 
　りで回します。

両手の親指で顎の
下から舌を突きあ
げるように、ぐーっ
と押します。顎は少
し下げましょう。

（実施回数５回）

親指を顎の骨の内側の
柔らかい部分にあて、
顎の骨の角の辺りから
先へ向かって４～５か
所を順番に押します。

（実施回数５回）

人差し指から小指
までの4本の指を
頬にあて、耳の前
あたりを後ろから
前へ回します。

（実施回数１０回）

①舌の先に力を入れ、思 
　いっきり出したり、引っ 
　込めたりします。
②舌を出来るだけ前に出 
　して、左右に動かします。
③鼻の頭、顎をなめるような 
　感じで、舌を動かします。

口をしっか
り閉じて唇
を前に突き
出します。

口をしっか
り閉じて頬
を膨らませ
ます。

口を閉じて行う舌体操

舌下腺への刺激 顎下腺への刺激 耳下腺への刺激

口を開けて行う舌体操

1

2

3
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第29号

7月        
12日
   （土）

　いつものおはなし会は図書室内の親子室で毎月、第１、第３土曜日に行っています。みなさん、ぜひ、足を運んで楽
しいおはなしを聞きにきてください！  ※詳しくは１４ページの「図書室から」をご確認ください。
いつものおはなし会は図書室内の親子室で毎月、第１、第３３土曜日に行っています。みなさん、ぜひ、足を運んで楽１、第３

かっぱのす もう

ねずみのよめいり
ぜひ 足を運んで楽

手品

紙

芝居
ひ

もの・ 

 ・ 
 ・

大

本

人形
劇

ううう

を開催しました！ををををを
図書室おはなしボランティア『ポケット』
の皆さんが創り出したおはなしの世界に
たくさんの子ども達が夢中になりました。

ううううう 本本本本本本本本本本本本本本本うう 魚つり
あそびや展示コーナーもあったよ！

おばけのてんぷら

大
好
評
で

した
★

生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 5

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

広報やまきた　平成26年8月号　No.71411



原爆パネル展
ロビー展示の
お知らせ

日　時  ８月１日（金）～８月３日（日）
　　　　９：００～１７：００（ただし、１日は１３：００から）
場　所  １階ロビー　　　 
問合せ  総務防災課　TEL（７５）３６４３

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、

①照明は使用時以外こまめに切る。
②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

前回のイベントから

キッシュ作り教室を開催しました！

簡単マジック教室を開催しました！

七夕飾りを作ろう！

　北村園子さんを講師にお招きして、季節の野菜をたっ
ぷり使ったキッシュを作りました。
　手作りのタルト生地もサクサクに焼き上がり、余った
具材はココットにアレンジ。とても美味しくできました。

　七夕飾り用の竹を１階ホワイエに設置しました。期間
中、大勢の方々にご参加いただき、最終日の竹には、色
取り取りの短冊と七夕飾りでいっぱいとなりました。
　ご協力ありがとうございました。

　石井保夫さん（「マジッククラブ大井」会員）を講師
にお招きして、簡単マジック教室を開催しました。
　破いた新聞紙が元通りになる不思議なマジックや、
ロープ・割り箸・ティッシュなどを使った多くのマジック
を習った２時間でした。

６月２６日（木）

６月２９日（日）

６月２７日（金）～７月６日（日）

っ

た

師

ク

間
色

涯学習セ生 セ生生涯学習セ

①① は①①①照明は

環境～グリ
ーンカ

ーテン設置中！

　今年度、全11教室を計画し、延べ480人の申込みがありました。
　定員を超えた教室については、回数を増やすなどして可能な限り対応をいたしましたが、
一部の教室では抽選となってしまいました。落選された方々にはお詫び申し上げます。
　今月は8教室を実施します。有意義な体験となるよう祈っています。
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日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

8 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。

休 館 日

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

9 月

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

8 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 金

焼ドーナツ作り教室
（サマースクール） 調 理 実 習 室 ９：３０

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

こども茶道体験教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

原爆パネル展（～ 3 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 総務防災課     ☎ (75)3643

2 土

パンアート教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

3 日 山北町歌謡連盟創立 30 周年記念
カラオケ発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 町歌謡連盟

5 火
ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

こども茶道体験教室（サマースクール） 第 １・ ２ 会 議 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

6 水 ストレッチ体操教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

7 木 将来に役立つ運動ゲーム（サマースクール） 多目的ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

8 金 からくりパズル工作教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

9 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

10 日 米若会ゆかたざらい 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治     ☎ 090（9959）8208

12 火 こども生け花教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００

１３：３０ 申込者 生涯学習センター

16 土
絵画教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

17 日 コールひまわり「第 3 回絆コンサート」 多目的ホール １３：３０ 自　由 奥津　明子     ☎ (75)1342

19 火 ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

24 日 こどもコンサート 2014 多目的ホール １３：３０ 自　由 田代　一男     ☎ (76)3111

26 火 山北町老人クラブ連合会交通・防犯輪投げ大会 多目的ホール １３：３０ 対象者 社会福祉協議会☎ (75)1294

30 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

9 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 金 敬老のつどい記念写真展示（～ 15 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 福　祉　課     ☎ (75)3644

6 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

広報やまきた７月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。
【正】燃ゆるごと鉢にあふれる君子蘭賜りし人亡く七年を過ぐ 宮崎　英子
【誤】燃ゆるごと鉢にあふれる君子蘭贈りし人亡く七年を過ぐ 宮崎　英子

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

あ さ ひ

り せ

ら な

ゆ ず き

い つ き

あ き と

そ あ

※今回の掲載分は、平成２６年６月１６日から平成２６年７月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

く ん しらん

く ん しらん

おわびと訂正

馬　場　　井　上　清　治（男）８１歳　本　人
田　中　　三　木　睦　久（男）６６歳　　〃　
城　山　　杉　山　晃　一（男）８２歳　　〃　
上本村　　安　部　康　男（男）８７歳　　〃　
　〃　　　　　野　福　平（男）９３歳　　〃　
下本村　　佐　藤　ユリ子（女）９３歳　　〃　
　嵐　　　藪　田　テ　ル（女）９３歳　　〃　
鶴野南　　佐　　　真由美（女）３０歳　広　行
越　地　　和　田　ヒ　ロ（女）８４歳　富　一
尺里東　　湯　川　道　子（女）５９歳　　宏　

馬　場　安　武　旦　陽（男）　　忍　・亜希子
鶴野南　磯　崎　莉　晴（女）　貴　之・枝　里
　〃　　磯　崎　良　奈（女）　　　　〃　　　
　〃　　　　本　柚　希（女）　悠　希・沙希子
原耕地　大　村　樹　輝（男）　恭　史・晴　美
上本村　岩　本　明　士（男）　正　樹・美　奈
　〃　　岩　本　湊　愛（女）　貴　成・る　み

山北　331mm（180mm）
三保　269mm（153mm）

山北　25.6℃（25.9℃）
三保　20.1℃（20.2℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５81人
５，891人
１１，４72人

（　ｰ6人）
（ ｰ12人）
（ ｰ18人）

世帯数　４，300世帯（02世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ４０件 救助 ２件

６月1日から６月3０日まで（小田原市消防本部）

森川　光也 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として
愛知県日進市

匿名希望
園児給食用食器等

町内保育園で使用のため

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　８月　２日（土）
　パネルシアター「ポンポンポケット」ほか
    （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）

②　８月１６日（土）
　大型絵本「きんぎょがにげた」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）

③　９月　６日（土）
　絵本「もこもこもこ」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）

●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
　楽しいおはなしをたくさん用意してお待ちし
ています。ぜひお越しください。

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

岳飛伝９

星々たち

天の光

代表作時代小説（平成26年度）

ひんやりさっぱり夏レシピ

北　方　謙　三

桜　木　紫　乃

葉　室　　　麟

日本文藝家協会

村　井　りんご

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
だるまちゃんとやまんめちゃん

ダーウィンが見たもの

アナと雪の女王

はりねずみのルーチカ

おっとあぶないかわのなか

加　古　里　子

ミック  マニング

サラ・ネイサン

かんの　ゆうこ

みやにしたつや

◆ 児 童 書

　ワクワクドキドキの夏休み。海や山で遊ぶ・花
火を見に行く・バーベキューをするなど、楽しい
計画をいろいろ考えている人も多いのではな
いでしょうか？そんな計画の中に、ぜひ読書も
入れてください！
　何を読んだらいいかわからないという方は、
図書室のおすすめコーナーを
参考にしてみてくださいね。

　　　　 図書室からのお願い
　住所や氏名、電話番号の変更がありましたらお知らせ
ください。その際、変更後の住所や氏名が確認できるもの
（免許証や保険証など）と利用カードをお持ちください。

ほか

ほか

タ　イ　ト　ル
恐竜大図鑑１　　　　　恐竜大図鑑２
日本の昔ばなし〔３〕こぶとり爺さんほか
日本の昔ばなし〔４〕ぶんぶく茶釜ほか
日本の昔ばなし〔５〕織姫と彦星ほか
日本の昔ばなし〔６〕わらしべ長者ほか
モンスターズ　ユニバーシティ

◆ Ｄ Ｖ Ｄ（寄贈）

夏休み子どもの本
おすすめコーナー

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

広報やまきた７月号の「歌会詠草」に誤りがありました。おわびして訂正させていただきます。
【正】燃ゆるごと鉢にあふれる君子蘭賜りし人亡く七年を過ぐ 宮崎　英子
【誤】燃ゆるごと鉢にあふれる君子蘭贈りし人亡く七年を過ぐ 宮崎　英子

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢
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※今回の掲載分は、平成２６年６月１６日から平成２６年７月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

く ん しらん

く ん しらん

おわびと訂正

馬　場　　井　上　清　治（男）８１歳　本　人
田　中　　三　木　睦　久（男）６６歳　　〃　
城　山　　杉　山　晃　一（男）８２歳　　〃　
上本村　　安　部　康　男（男）８７歳　　〃　
　〃　　　　　野　福　平（男）９３歳　　〃　
下本村　　佐　藤　ユリ子（女）９３歳　　〃　
　嵐　　　藪　田　テ　ル（女）９３歳　　〃　
鶴野南　　佐　　　真由美（女）３０歳　広　行
越　地　　和　田　ヒ　ロ（女）８４歳　富　一
尺里東　　湯　川　道　子（女）５９歳　　宏　

馬　場　安　武　旦　陽（男）　　忍　・亜希子
鶴野南　磯　崎　莉　晴（女）　貴　之・枝　里
　〃　　磯　崎　良　奈（女）　　　　〃　　　
　〃　　　　本　柚　希（女）　悠　希・沙希子
原耕地　大　村　樹　輝（男）　恭　史・晴　美
上本村　岩　本　明　士（男）　正　樹・美　奈
　〃　　岩　本　湊　愛（女）　貴　成・る　み

山北　331mm（180mm）
三保　269mm（153mm）

山北　25.6℃（25.9℃）
三保　20.1℃（20.2℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更
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５，５81人
５，891人
１１，４72人

（　ｰ6人）
（ ｰ12人）
（ ｰ18人）

世帯数　４，300世帯（02世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ４０件 救助 ２件

６月1日から６月3０日まで（小田原市消防本部）

森川　光也 様
10,０００円

ふるさと応援寄附金として
愛知県日進市

匿名希望
園児給食用食器等

町内保育園で使用のため
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　今年度末で閉校となる清水小学校では、「つくろう　最高の思い出」プロジェ
クトの１つである全校宿泊学習を、６月２０日～２１日に行いました。
　１日目は、６年生をリーダーに縦割りグループを作り、自然に親しみながら
大野山でウォークラリーを行い、チェックポイントをクリアして山頂をめざし
ました。午後からは、河内川ふれあいビレッジでマスのつかみどりを行い、５、
６年生が内臓をとる作業に挑戦。学校に戻ってドラム缶で塩焼きにして、４～
６年生が作ったカレーライスといっしょに味わいました。夜はキャンドルファイ
ヤーで、各学年が考えた劇や音楽、影絵などを披露し合ったり、ゲームを楽
しんだりと大いに盛り上がりました。校庭で花火を楽しんだ後は、閉校した
清水中学校の教室で就寝。学校に宿泊するという貴重な体験をしました。
　２日目は、清水小学校の風景を思い出に残そうと写生大会を実施し、大変
充実した中で宿泊学習を終えました。
　この２日間の宿泊学習体験は、学年を超えてお互いに声を掛け合い、励ま
し合いながら児童が今まで以上に絆を深めるとともに、それぞれの役割を果
たすために自主的に行動する力を育むことにつながりました。瞳を輝かせ、
笑顔いっぱいの子どもたちからは、やり遂げた満足感とたくさんの思い出を
作ることができた喜びがあふれていました。

全校宿泊学習を実施しました
清水小 FinalStage　つけよう確かな力　つくろう最高の思い出

第１４回カヌーマラソン ＩＮ 丹沢湖
　７月２０日（日）に、第１４回カヌーマラソン
ＩＮ丹沢湖が開催されました。今年も、北海道
から三重県まで、全国各地から１６８艇２０１名の
カヌー愛好家が丹沢湖に集結しました。
　選手たちは日ごろの練習の成果を発揮し、色とりどりのカヌーで丹沢
湖を楽しく爽やかに漕行しました。

有
料
広
告

「いざというときに備えて」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、岸地区で消防団が主体となって行われた家庭用消火器
の詰め替え・更新でのワンシーンです。意外と見落としてしまいがちな消火
器の使用期限ですが、火災時の初期消火では必要不可欠なものです。日頃
からきちんと確認をして、いざという時のために備えておきたいものです。


